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要約  

・ COVID-19 パンデミック時の侵襲性心臓血管の手順と診断テストの

安全な再導入に関するガイダンスである。 

・ サービスの再導入にむけて、感染拡大防止とのバランスを鑑みて

レベルが設定（０：通常通り定期的なサービスの再開、１：ほとんど

のサービスの再開、２：一部のサービスの再開）されている。 

・ 侵襲性心臓血管の手順と診断テストの各々がどのような手順で再

開されるべきかについて提案されている。 

・ 心臓血管処置または検査前に、全ての患者に対するCOVID-19

診断のスクリーニングが奨励されている。 

・ COVID-19 の二次的なパンデミック時に対応可能な医療システム

を準備しておくことは極めて重要である。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ 運動を伴う心肺機能検査や心臓イメージングは、サービスが再開

した時点でも、安定したケースの場合には延期される可能性があ

る。 

・ 今後、心臓リハビリ再開のタイミングも考慮していく必要がある。 


